
ARIDA　2021. ７ ⑧

広告

　
古
江
見
の
安
養
寺
に
伝
わ
る
、
室
町
期
以

前
か
ら
の
安
養
寺
文
書
（
市
指
定
文
化
財
）

を
ス
ポ
ッ
ト
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜
７
月
20
日
（
火
）

場
所
　
郷
土
資
料
館
　
第
１
展
示
室

　
　
　
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
休
館
）

℡
82 

ー 
３
２
２
１

◆
令
和
３
年
度
　
紀
文
ま
つ
り

　
紀
文
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
開
催
に

向
け
協
議
を
重
ね
ま
し
た
が
、
本
年
も
中
止

の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。
再
開
の
際
は
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
紀
文
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
℡
22 

ー 

３
６
２
４

◆
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
生
涯
学
習
課
　
℡
22 

ー 

３
７
６
１

◆
有
田
市
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
１

　
　
　
消
防
本
部
　
℡
83 

ー 

０
１
１
９

　
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、行
政
と
市
民

を
つ
な
ぐ
健
康
推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
養
成
講
座
を
終
了
後
に
、
健
康
づ
く
り
活

動
や
健
康
教
室
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
し
て
ご
自
身
が
得
た
知
識
や
経
験
、

健
診
の
大
切
さ
を
ご
家
族
や
地
域
住
民
に
伝

え
る
こ
と
で
、
市
全
体
の
健
康
意
識
向
上
を

め
ざ
し
ま
す
。

要
件
　
養
成
講
習
会
を
修
了
す
る
必
要
が
あ

り
、
任
期
は
２
年
と
な
り
ま
す
。

■
養
成
講
習
会

日
程
①
８
月
17
日
（
火
）
②
９
月
６
日
（
月
）

　
①
②
の
ど
ち
ら
か
で
お
受
け
く
だ
さ
い

時
間
　
13
時
10
分
〜
16
時
30
分

場
所
　
有
田
振
興
局
３
階
　
大
会
議
室

申
込
み
　
７
月
30
日
（
金
）

保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
82 

ー 

３
２
２
３

応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
、

市
内
の
文
芸
サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
方

部
門
　
小
学
生
（
俳
句
の
部
、
短
歌
の
部
）、

中
学
生
（
俳
句
の
部
、
短
歌
の
部
）、
一

般
（
俳
句
の
部
、
短
歌
の
部
）

※

高
校
生
以
上
は
一
般
の
部
と
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
７
月
１
日
（
木
）
〜

11
月
30
日
（
火
）

応
募
要
領

・
小
学
生
、
中
学
生
の
部
は
１
人
１
作
品
。

　
一
般
の
部
は
１
人
２
作
品
以
内
。（
１
人

に
つ
き
俳
句
と
短
歌
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応
募

可
。
両
方
応
募
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
応
募

用
紙
を
作
成
す
る
こ
と
）

・
題
は
自
由
。

・
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
に
限
る
。

・
応
募
用
紙
や
ハ
ガ
キ
等
に
、部
門
・
作
品
・

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
の

う
え
事
務
局
ま
で
持
参
、
郵
送
、
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※

記
入
漏
れ
が
あ
る
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

賞
　
各
部
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
数
点
、

佳
作
数
点
（
賞
状
と
記
念
品
を
授
与
）

※

二
重
投
稿
、
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
判

明
し
た
場
合
は
、
賞
を
取
り
消
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
休
館
）

　
℡
82 

ー 

３
２
２
１
　
FAX
　82 

ー 

３
３
１
１

■「
川
柳
の
祭
典
」
11
月
14
日
（
日
）

事
前
投
句
の
課
題
　「
荒
い
」「
パ
ン
ダ
」

　「
揃
う
」「
み
か
ん
」

申
込
み
　
７
月
31
日
（
土
）
ま
で

参
加
費
　
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
休
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
82 

ー 

３
２
２
１

募
集
種
目
　

　
自
衛
官
候
補
生
、
航
空
学
生

　
防
衛
大
学
校
学
生
　
な
ど

　
　
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　
有
田
募
集
案
内
所
　
℡
82 

ー 

６
６
３
１

職
種
・
受
験
資
格

■
第
２
回
警
察
官
Ａ

　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒
業
、ま
た

は
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

■
警
察
官
Ｂ

　
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、「
第
２
回
警

察
官
Ａ
」
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な
い
方

試
験
期
日
　
９
月
19
日
（
日
）

受
付
期
間
　
７
月
１
日（
木
）〜
８
月
20
日（
金
）

場
所
　
和
歌
山
市
、
田
辺
市

　
　
有
田
警
察
署
　
℡
83 

ー 
０
１
１
０

問 問

イ
ベ
ン
ト
・
事
業
中
止
の
お
知
ら
せ

郷
土
資
料
館
　

　
　
中
世
文
書
の
世
界
〜
安
養
寺
文
書
〜

第
16
回
有
田
市
文
芸
大
会
　
作
品
募
集

イ
ベ
ン
ト

健
康
推
進
員
養
成
講
習
会

募

　集

紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
２
０
２
１

　
　
　
川
柳
の
祭
典
「
事
前
投
句
」
募
集

各
種
目
自
衛
官
の
募
集

和
歌
山
県
警
察
官

問 問 問

申
・
問

申

問
・

申

問
・

申

問
・

⑨ ARIDA　2021. ７

Hospital Topics ～有田市立病院～

広告

■
小
児
科

　夜
間
お
よ
び
土
日
祝
日
の
対
応

　
お
子
さ
ま
の
急
病
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

夜
間
　
７
月
９
日（
金
）16
日（
金
）25
日（
日
）

　
17
時
15
分
〜
翌
８
時
30
分

土
日
祝
　
７
月
10
日
（
土
）
22
日
（
木
・
祝
）

　
８
月
30
分
〜
17
時
15
分

※

来
院
前
に
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

変
更
時
は
、
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
病
児
保
育
室
「
き
ら
り
ん
」
の
ご
案
内

　
病
児
保
育
室
で
は
、
入
院
を
必
要
と
し
な

い
程
度
の
病
状
で
、
病
気
の
急
性
期
か
ら
回

復
期
に
あ
り
、
家
庭
で
の
看
護
や
集
団
で
の

保
育
が
困
難
な
お
子
様
を
一
時
的
に
お
預
か

り
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
よ
り
、
有
田
市
内
在
住
の
方

（
生
後
６
ケ
月
以
上
小
学
６
年
生
ま
で
）
の

利
用
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

※

利
用
に
際
し
て
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
保
育
室
直
通
　
℡
23 

ー 

８
０
５
１

■
市
立
病
院
で
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

　「薬
剤
師
」

　「放
射
線
技
師
」

　「ナ
ー
ス
エ
イ
ド
」

※

業
務
内
容
、
応
募
資
格
等
、
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
不
明
点
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
庶
務
係

　
　
　
　
市
立
病
院
　
℡
82 

ー 

２
１
５
１

問問

新型コロナウイルス感染症 誹謗中傷等は許しません!!

　県では、誹謗中傷等が発生した場合、誹謗中傷
等を行った人から聞き取りを実施し、昨年12月
に施行した条例に基づき、誹謗中傷等を行わない
ことやインターネット上に投稿した情報を削除す
るよう指導し、従わない場合にはやめるよう勧告
します。
　誹謗中傷等は決して許されません。誹謗中傷等
は名誉毀損罪や業務妨害罪などの刑事上の責任が
問われ、懲役や罰金などの刑事罰が科される場合
があるだけでなく、損害賠償を請求される場合も
あり、被害者のみならず、誹謗中傷等を行った人
自身の人生も変えてしまうことがあります。
不確かな情報や根拠のない噂に惑わされること

なく、デマを流したり、誹謗中傷等を行ったりし
　　　　　　　ないよう、人権に配慮した行動を
　　　　　　　お願いします。

コロナ差別相談ダイヤル　
℡ 073-441-2563

～ひとりで悩まず、ご相談ください～

浄化槽の適正な管理を！

　　生活環境課　℡ 22-3565

　①保守点検（家庭の場合は年３、４回）
  　・機器類の調整、修繕
  　・消毒剤の補充等
  　・県の登録を受けた業者へ依頼

　②清掃（年１回以上）
  　・汚泥の引抜
  　・機器類の洗浄
  　・市の許可を受けた業者へ依頼

　③法定検査
  　・保守点検と清掃の実施状況を確認
  　・水質検査により浄化槽が正常に機能しているかを確認
  　・検査は２種類あり
    　 7条検査（使用開始後3か月を経過した日から5か月以内）
    　 11条検査（７条検査後毎年１回）
  　・県の指定検査機関へ依頼
　 　 公益社団法人和歌山県水質保全センター　
　　　　℡ 073-432-6433

　浄化槽は適正な管理をしないと、故障や臭いの原
因となるおそれがあります。
　浄化槽を使用している方または設置した方には、
浄化槽法により浄化槽の維持管理として次の３つが
義務づけられていますので、必ず実施してください。

問

申

問
・


